
平成２８年度　「暮らしとこころの総合相談会」（全36回）の相談実績

相談人数1回当
相談内容１回当

暮らし

206人 51.0%こころ

95人 23.5%

両方共

103人 25.5%

１ 相談人数

総数 ４０４人 １回当たり１１．２人

暮らし

309人 60.9%

こころ

198人 39.1%

２ 相談内容

総数 ５０７人 １回当たり１４．１人 両方の相談を
受けている各々の相談人数に合算した

男性

192人 47.5%
女性

212人 52.5%

総数 ４０４人 男性１９２人、女性２１２人

３ 男性と女性の割合

新聞 4人
1.0%

県・保健所

71人 17.6%

市区町村

102人 25.2%
ハロー

ワーク

35人 8.7%

法テラス

94人 23.3%

民間団体

59人 14.6%

その他

39人 9.7%

５ 相談会を知った場所

総数 ４０４人 様々な経路から参加している

10歳代

1人 0.2%
20歳代

12人 3.0%

30歳代

54人 13.4%

40歳代

100人 24.8%
50歳代

125人 30.9%

60歳代

77人 19.1%

70歳代

26人 6.4%

80歳代～

9人 2.2%
４ 年齢構成

総数 ４０４人 ５０歳代が最も多く、続いて４０歳代、

３０歳代となっている

会社員

70人 17.3%

自営業

17人 4.2%

主婦

58人 14.4%

アルバイト・

パート

114人 28.2%

無職

132人 32.7%

派遣 13人
3.2%

６ 職 業

総数 ４０４人 無職の人が３２．７％、アルバイト・パート２８．２％と

収入が少ない方からの相談が多い

生活全般

74人 12.5%

多重債務

75人 12.7%

家庭関係 82

人 13.9%

労働関係

103人 17.4%
失業

69人 11.7%

住まい

70人 11.8%

人間関係

117人 19.8%

その他

1人 0.2%
７ 暮らしの相談内容

総数 ５９１人（暮らしの相談で複数の相談をしている
ものをカウントした数字。）

完結又

は受託 278人
90.0%

地元の専門

家へ 31人
10.0%

８ 暮らしの相談後の対応

総数 ３０９人 相談者の３／４を超える方が完結や案件の

受託先が決定している。地元の専門家への紹介など。

完結又

は継続 172

人 86.9%

医療機関等

の案内

26人 13.1%

９ こころの相談後の対応

総数 １９８人 相談者の約２／３は完結等しているが、残り
の相談者は医療機関や専門機関等への紹介となっている。


